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1 平成 18 年度の研究成果 
ネットワーク研究は日本摂食障害学会（中井義勝理

事長）の全面的な協力の下に展開している。ネット

ワークは全国レベルと地域レベル、地域レベルでは

生活現場と医療連携について詳細なアプローチがス

タートしている。全国レベルでは、専門病院約 250
施設に対してネットワーク形成に必要な診療能力を

明示したマップ作成用の調査が行われ 62.2％の回

収率であった。地域ごとの専門施設数やその診療限

界が明らかにされ、身体状況や行動化などの重症度

によって治療施設の選別が必要なことやアクセス時

間によるネットワークの作成など多岐にわたるネッ

トワークの考え方の重要性が示された。地域医療ネ

ットワークとしては摂食障害の病態ごとに関わる診

療科間の連携の重要性がしめされた。また、京都地

区のネットワークのあり方が紹介されモデル地区と

しての重要性が示唆された。教育―医療連携として

全国の病弱型養護学校（85 施設中 84 施設）を対象

に、学校の持つ特別支援センター機能を介した医療

―教育連携の可能性について検討されその有効性を

あきらかにした。思春期青年期へのアプローチとし

て学生相談室において軽症者５名への簡便な治療マ

ニュアルの実践が行われ有効例が認められ、プライ

マリアプローチとして有用であることが考えられた。

小児に関してはその若年化が入院症例の増加という

形で示され、早期発見調査票による調査で若年者の

ダイエット行動に種々の要因が絡んでいることが示

唆された。治療者育成計画では精神科、心療内科両

科の専門医による治療者育成マニュアルの作成の準

備が行われているが、精神科では教育用の DVD が

作られた。摂食障害治療専門施設のモデルについて

は今年度は英国の専門施設が紹介された。米国とは

違い無料の国立専門治療施設があり 4 ヶ月以上の入

院期間を用いて濃厚な医療が行われていることがわ

かった。多施設共同研究は、神経性食欲不振症への

行動制限療法の有効性の検討を行うが、ようやくプ

ロトコールがまとまり協力病院では倫理委員会を通

過しスタートした。しかし分担研究者の施設では、

よりわが国の社会情勢にあわせたプロトコールが必

要（短期入院を 30 日とする）との観点から再度見

直し、班会議において新たに東京女子医大や東京大

学などの協力が得られることを確認し、あらたな共

同研究（４施設以上）のスタートにむけた取り組み

が行われた。摂食障害の病態解明へ向けた脳内ペプ

チドの研究ではANで血中AGRPが特異的に上昇し

ていることがわかり病態との関連に関した研究が進

められている。fＭＲＩを用いて摂食障害患者の認知

の柔軟性に及ぼす影響を見る研究では、治療反応性

指標や予後予測指標を導き出せるかを検討している。 
2 平成 19 年度の研究計画と期待される研究成果 
まずは、臨床的にもっとも重要であると考えられて

いる治療ネットワークの形成である。難治で慢性化

しやすい本疾患の治療にはチーム医療（医療者間・

医療施設間、医療・生活現場・家族間など）が欠か

せないためにネットワークでの診療体制の確立は急

務であると考えるので、摂食障害学会と共同で進め

ていきたい。さらに摂食障害専門施設のモデルの開

発、治療方法の確立を目指した多施設共同研究の立

ち上げである。 
3 行政施策への貢献度 
ネットワークの構築は本疾患の診療能力を高め地域

格差をなくすためには必要不可欠である。治療法の

確立や治療者の育成は本疾患の治療のレベルを全国

的に底上げすることが可能になる。専門施設のモデ

ル研究は今後の治療環境の整備に関して大きな指針

を与える。 
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